
寅さん歩 その 15         

江戸・東京(23 区)の百名山-4  

平野 武宏 

深田久弥提唱の「日本百名山」は山男や山ガールが入門書や 

目標として、昔の友人もはまっていましたが、山の上りがあま 

り好きでない寅次郎は興味を示さず、ウォーキングの世界に入 

りました。最近、ＮＨＫＢＳ放映「グレートトラバース-2」で 

「日本百名山」踏破後、「日本二百名山」を一筆書きで、交通 

機関を使わず、すべての行程を自分の足のみで踏破しているプ 

ロアドベンチャーレーサーの姿を知りました。 

4 年前に東京に移り住み、都内を歩き回っている寅次郎、図書 

館で「江戸・東京百名山を行く(手島宗太郎著)」を見つけ、ア 

イディアをいただきました。国民の祝日「山の日」実施記念と 

して全踏破に挑戦したい気持ちになりました。 

筆者手島氏の決めた「百名山」は今は現存しない山や築山・富 

士塚も含まれますが、最高峰は新宿区 44.6ｍの箱根山と知り、 

自分の足だけなどと言わずに、東京都シルバーパスも活用し、 

楽しみながら、踏破する新シリーズとします。位置関係が分か 

るように、数の多い 23 区順に紹介します。 

今回は港区残りの 5山です。数字は踏破した数の累計です。 

最寄り駅は代表例で、都営線はシルバーパス利用可です。 

   ［港区-2］ 

   20．丸山 芝公園 4丁目 8 最寄駅 都営三田線 芝公園駅 

     芝公園駅Ａ４を出て、「芝東照宮」の裏手の山が「丸山」です。 

「丸山貝塚」の説明板があり、『東南斜面に貝層が残存してい 

る。かなり破壊され、正式な学術調査が行われず、古くから著 

名なわりに、その内容が明らかになっていない。わずかの土器 

片から縄文時代後期の貝塚と考えられる。丸山の丘上には「丸 

山古墳」が造られている。全長約 160ｍの都内最大級の前方後 

円墳で、標高は約 16ｍ』と記載。頂上には「伊能忠敬の測量 

遺功顕彰碑」があり。日本地図作成の測量起点が芝公園近く 

の高輪大木戸であったことから、東京地学協会が功績を称え、 

建てたとのこと。戦災で焼失し、昭和 40 年（1965 年）に再建。 



すぐ近くには元自民党副総裁の「大野伴睦句碑」もありました。 

碑には「増上寺」を詠んだ俳句が記載されています。 

 

 

 

 

 

      

        上り口              伊能忠敬顕彰碑 

 

 

 

 

 

   大野伴睦句碑             下から見た丸山頂上 

 

伴睦先生は「寅さん」ではない、怖い「虎さん」がお好きなよ 

うで池上本門寺のお墓にも怖い虎さんの石像があります。 

   21．観音山 

    芝公園 4丁目 7 最寄駅 都営三田線 芝公園駅 

 

     「観音山」は増上寺裏にある「三康 

文化研究所」敷地内とのこと。 

三康研究所（写真右）は仏教文化に 

関する研究や研究者の育成を図って 

いる公益財団法人で蔵書約 25 万 6 千 

冊の付属図書館があると知りまし 

た。 



 22．紅葉山 

     芝公園 4丁目 2 最寄駅 都営三田線 芝公園駅 

      

      「観音山」から道を挟んで小高い緑の山が見えます。今も 

「もみじ谷」と称していて、秋に紅葉を見に来たことがあり 

ました。東京タワーの足下にあたる、この辺りが「紅葉山」 

と思われます。山頂には祠がありました。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

23．小松山 

    芝公園 4丁目 2 最寄駅 都営三田線 芝公園駅 

 

 「小松山」は「紅葉山」の隣だそうですが、今は東京タワーに 

向かう道で分断されています。多分、山は続いていたと思われ 

ます。真下から見上げる「東京タワー」に感嘆の声を上げる寅 

次郎でした。東京スカイツリーが出来ましたが、相変わらず人 

気は衰えず、温かみのあるタワーの色に親しみが湧きます。 



   

 

 

 

 

 

 

 24．地蔵山 

      芝公園 3丁目４ 最寄駅 都営三田線 芝公園駅 

 

   「地蔵山」は「東京プリンスホテル」の裏手一帯とのことですが、 

周辺の造成工事によって、山の面影は見当たりませんでした。 

 

      

     

 

 

 

 

 

［こぼれ話］増上寺 

開山は室町時代の明徳 4年（1393 年）の古刹。浄土宗の七大本山の 

一つで正式名称は「三縁山広度院増上寺」、德川家の菩提寺となった 

経緯は「江戸貝塚（今の千代田区平河町付近）にあった増上寺の前 

を天正 18 年（1590 年）徳川家康が入府の折、たまたま通りかかり、 

「第 12 代源誉存応上人」と対面したのがきっかけ」と伝わります。 



江戸城の拡張で慶長 3年（1598 年）家康より現在の芝を拝領。 

風水学的に「寛永寺」を「江戸城の鬼門」である「上野」に配し、 

「裏鬼門」の「芝」に抑えで、「増上寺」を移したそうだ。 

徳川将軍 15 人の内の 6人が祀られている「徳川家霊廟」が右手奥に

あります。非公開ですが、特別公開の時期もあります。 

町や駅の名前にもなっている「大門」は増上寺の「旧総門」のことを 

指すそうですが、明治維新後の経済的困窮で一時、東京府へ所有が移 

りましたが、現在は増上寺に返還されているとのこと。 

「三解脱門」は戦災を逃れた元和 8年（1622 年）建造の重要文化財、 

この門をくぐれば、「三毒（三つの煩悩）」から解脱されると言います。 

「大殿」は昭和 49 年（1974 年）に再建されています。 

 

 

 

 

 

         大門                 三解脱門 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大殿（本堂）              徳川家霊廟 

 

次回は江戸・東京（23 区）の百名山-5 です。 

 

平野 寅次郎 拝 


